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自分の力で肉を獲る
10歳から学ぶ狩猟の世界

本をつくる 書体設計、活版印刷、手製本
―職人が手でつくる谷川俊太郎詩集

そこに工場があるかぎり

エンド・オブ・ライフ アマゾンの料理人
世界一の“美味しい”を探して僕が行き着いた場所

ブルネイでバドミントンばかりしていたら、
なぜか王様と知り合いになった。

吾輩はガイジンである。
ジブリを世界に売った男

インタビュー

フォトジャーナリストの著
者の原点は16歳の時に訪
れたカンボジア。「シャッ
ターを切る前に人の声に耳
を傾ける」ことを大切にす
る著者が、世界各地の子ど
もの写真を通して、戦争や
貧困で日常を奪われた人々
の現状を伝える。私たちに
何ができるかを問いかける
一冊。

ジブリ作品を海外に15年間
紹介してきた著者が、その
苦労をユーモラスに語る。

『となりのトトロ』では父
親と娘が一緒にお風呂に入
る場面が、『風の谷のナウ
シカ』では飛行中にお尻が
見える場面が問題とディズ
ニーから指摘され…。次々
と問題が出てくるドタバタ
感が楽しく読みやすい。

約20年間にわたり1,000
人以上にインタビューして
きた著者が、インタビュー
の具体的な方法や、その可
能性について語る。インタ
ーネット等で情報が簡単に
手に入る現代に、足を運ん
で人に会い直に話を聞く

「インタビュー」という道
具を丁寧に磨いてきた著者
の仕事論。

経済産業省からブルネイ日
本大使館に赴任した著者
は、当初独特のお国柄に馴
染めず仕事もうまくいかな
い。そんな時、この国のバ
ドミントン熱に触れ、中高
生時代に取り組んだバドミ
ントンを通じてブルネイと
深く繋がっていくことに。
悪戦苦闘しながら行動し続
ける姿が印象的。

写真で伝える仕事
世界の子どもたちと向き合って

安田菜津紀／著　日本写真企画木村俊介／著　ミシマ社

地元長野から東京の有名店
を食べ歩きしていた高校生
が、語学留学を経て、日本、
イタリア、スペインで料理
人として働くうち、各土地
に根付いた伝統料理に魅か
れ南米ペルーへ、そしてア
マゾンに辿りつく。著者の
バイタリティ溢れる行動力
と探求心が前を向くことの
楽しさを教えてくれる。

訪問医療を行う診療所の取
材を通して、最期を迎える
患者とその家族、彼らを支
える医師や看護師、ヘルパ
ーなどを描くノンフィクシ
ョン。末期がんになった友
人の訪問看護師、難病を患
う著者の母と７年間介護を
続ける父の物語を中心に、
正解のないそれぞれの生き
方を綴る。

工場は「人間の知性と感情
が詰まった場所」。作家・
小川洋子が心惹かれた６つ
の工場（穴開け、お菓子、
ボート、大型ベビーカー、
ガラス、鉛筆）の探訪記。
それぞれの工場で作られる
オリジナリティ溢れる製品
の魅力と、それらを手がけ
る人たちの情熱と誇りが綴
られる。

世界の屠畜現場を取材して
きた著者が、自らも３頭の
豚を飼い育て、屠畜場に出
荷し、肉にして食べるまで
の１年間を追ったルポルタ
ージュ。廃屋のような元居
酒屋を借り、豚舎をつくり、
糞尿処理に頭を悩ませる養
豚生活を、著者のイラスト
ともにリアルに描く。

本づくりの過程の中で、あ
まり目に触れることのない
職人たちの仕事に光を当て
た一冊。一冊の詩集をつく
るための書体設計、活版印
刷、手製本の過程を辿りな
がら、研ぎ澄まされたその
技を紹介していく。それぞ
れの職人のこれまでや仕事
への思いを語るインタビュ
ーも興味深い。

学生時代のアルバイト先に
狩猟の名人がいたことから
猟師になった著者。狩猟を
はじめて19年目の著者が、
わなの仕掛け方やしとめ
方、解体法や食べ方を解説。
自然や動物を知り、自分の
知恵を使い獲物を獲ること
の魅力、命をいただいて生
きる日々を綴る。

社会をつなぐ

スティーブン・アルパート／著　桜内篤子／訳　岩波書店大河内博／著　集英社インターナショナル

佐々涼子／著　集英社インターナショナル 太田哲雄／著　講談社

内澤旬子／著　岩波書店 小川洋子／著　集英社

千松信也／著　旬報社 鳥海修、髙岡昌生、美篶堂／著　河出書房新社

飼い喰い
三匹の豚とわたし

命をつなぐ 技を極める
将来や進路を考える中学生・高校生にすすめるノンフィクション



将来や進路を考える中学生・高校生にすすめるノンフィクション
「世界とつながる 自分をひらく この１冊」

福井県立図書館ホームページでは、このリーフレットに紹介している20冊のほかにも、
様々な生き方や職業を描いたノンフィクションを、約100冊紹介しています。

子どもの成長段階に応じた推奨図書（中学生・高校生編）
『コレ、ヨモ！～あなたの扉を開ける72冊～』

中学生や高校生のみなさんにおすすめする本を、紹介文とともに
掲載しています。 子どもの成長段階に

応じた推奨図書
中学生・高校生にすす
めるノンフィクション

ミレニアム・ファルコンを作った男
45歳サラリーマン、「スター・ウォーズ」への道

パルプ・ノンフィクション
出版社つぶれるかもしれない日記

もがいて、もがいて、古生物学者!! 
みんなが恐竜博士になれるわけじゃないから

Mr.トルネード
藤田哲也  世界の空を救った男

鳥類学者だからって、
鳥が好きだと思うなよ。

職業は武装解除
（朝日文庫）

ウルド昆虫記
バッタ倒しにアフリカへ

鉄道デザインの心
世にないものをつくる闘い 

クジラの骨と僕らの未来 公務員という仕事
（ちくまプリマー新書）

もっと
よみたい
❶

もっと
よみたい
❷

著者が小笠原の無人島でミ
ズナキドリの夜間調査をし
ていると「突如として頭に
暴力的な衝撃」が。その正
体は耳穴に飛び込んだ蛾だ
った。成り行き任せで鳥類
を研究することになったと
いう著者の研究の現場をユ
ーモアたっぷりに綴る自然
科学エッセイ。

17歳の時に難民キャンプ
の親子の写真を見たことを
きっかけに、元兵士や子ど
も兵士の社会復帰をめざす
プロとなった著者。国連に
アポも伝手（つて）もなし
に飛び込むようながむしゃ
らさと現状を俯瞰する冷静
さをもって、武装解除の現
場に立ち続ける半生を綴
る。

アメリカでサラリーマンとし
て働いていた著者がハリウッ
ドでＣＧモデラーとして活躍
するまでを描く。1995年、
世界初フルＣＧアニメ映画

『トイ・ストーリー』に衝撃
を受け、仕事の傍らＣＧアニ
メの制作を開始する。著者は
自分のやりたいことを問い続
け、約20年をかけて憧れの
世界に辿りつく。

一冊入魂を掲げて出版点数
を絞り、書店と直取引する

「小さな総合出版社」ミシ
マ社を2006年に単身で設
立した著者。出さないと決
めていた雑誌を出版し、大
きくなった組織の在り方に
悩み、さらには倒産の危機
に直面する。2015年から
４年間の熱い試行錯誤がつ
まった出版エッセイ。

幼い頃からの夢、「昆虫学
者」を目指してバッタ研究
者になった著者。31歳の
春、バッタ大発生による深
刻な飢饉が起きているアフ
リカに単身飛び立った。し
かし、肝心のバッタは現れ
ず、手持ちの貯金もわずか
となり…。夢に向かって奮
闘する日々を綴った一冊。

ＪＲ九州の豪華列車「なな
つ星in九州」等の鉄道デザイ
ンで知られる著者の仕事論。
利用する人の最善を追求す
る著者は、車両にタブーだ
った木やガラス等を取入れ、
人間国宝に洗面鉢を造らせ、
誰もやったことのないもの
造りに取り組んでいく。図
や写真が豊富で、語り口調
の文章が読みやすい。

中学時代のあだ名は爬虫類
好きの「ハチュウ」。珍し
いトカゲを飼ったり、埋葬
したハムスターのお墓を掘
返し骨格標本を作ったり、
子どもの頃から生き物が好
きでクジラ研究者となった
著者のこれまでを綴る。ス
トレートな語り口が読みや
すく、著者による挿画も効
果的。

「公務員の仕事は、長い距
離をバトンをつなぎながら
進めていく仕事」。公務員
として37年半働き、22の
ポストを経験した著者の男
女平等や障害者雇用への取
組み等を紹介し、一見地味
だが、長い目でみれば社会
全体を変革できる仕事の醍
醐味を伝える。

国立科学博物館研究員の著
者が、恐竜の研究者を目指
しながらも、ネズミなど小
さな哺乳類の進化史を研究
する古生物学者に辿りつく
までの自伝的エッセイ。著
者の人と繋がっていく姿
勢、自分に向かい合う姿勢
が印象的。研究内容の部分
は専門的なところもあり。

ほんの30年前まで頻発し
ていた“謎の墜落事故”の
原因を突き止め、航空事故
を激減させた気象学者藤田
哲也の伝記。竜巻が発生す
ればすぐさま飛行機で飛ん
でいき、徹底した観察から
推論を導き、繰返される仮
説への批判にもひるまなか
ったMr.トルネードの偉業
を伝える。

川上和人／著　新潮社 瀬谷ルミ子／著　朝日新聞出版前野ウルド浩太郎／著　光文社 水戸岡鋭治／著　日経BP社

中村玄／著　理論社 村木厚子／著　筑摩書房

成田昌隆／著　光文社 三島邦弘／著　河出書房新社木村由莉／著　ブックマン社 佐々木健一／著　文藝春秋

「好き」をつらぬく 世界をかえる


